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新
年
の
ご

会
長
と
し
て
改
め
て
感
じ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と

法
人
会
の
活
動
理
念
を
大
切
に
し
な
が
ら

社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す

金沢法人会会長

鶴山 庄市

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方

々
並
び

に
そ

の
ご
家
族
、
関
係
者

の
皆
様

に
、
心
よ

り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

金
沢
法
人
会

で
は
、
被
災
者

の
皆
様
及
び

被
災
地

の
復
興
支
援

に
積
極
的

に
取
り
組
ん

で
ま

い
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
引
き
続
き
、

法
人
会
活
動

に
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
五
月
、
本バ
長
に
就
任
し
、
不
安
い
っ
ぱ
い

の
ス
パ
ー
ト
で
し
た
が
、
改
め
て
法
人
会
の
活

動
が
多
岐
に
亘
る
こ
と
、
委
員
会

・部
会
な
ど

理
事
や
部
会
員
の
方
々
に
精
力
的
に
活
動
に
取

り
組
ん
で
頂
い
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

多
く

の
政
策
提
言
を
含
ん
だ
税
制
改
正
要

望
、
会
員
メ
リ

ッ
ト

の
工
夫
を
は
じ
め
、
関

係
事
業
会
社

の
社
会
貢
献
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
厚
生
事
業
、
各
種
研
修
会
や
親
睦
交
流

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
皆
様
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
金
沢
法
人
会
の
皆
様
に
謹
ん
で

新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

鶴
山
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
貴
法
人
会
の
皆

様
方
に
は
、
平
素
か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な
運

営
に
つ
き
ま
し
て
深
い
御
理
解
と
多
大
な
御
支

援
を
賜
り
、
本
誌
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「税
の
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
各
種
研
修
会
や

租
税
教
室
の
開
催
、
「税
に
関
す
る
絵
は
が
き

ヨ
ン
ク
ー
ル
」
や
「税
の
使
い
み
ち
総
選
挙
」
の

実
施
、
学
重
教
育
用
図
書
の
購
入
費
用
寄
贈
な

ど
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
ｅ
ｔ
Ｔ
ａ
ｘ
の

一
層
の
普
及
や
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た
取
組
な
ど
、

こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 税

務
行
政
の
円
滑
な
運
営
へ
の
深
い
御
理
解
と

多
大
な
御
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

確
定
申
告
は
自
宅
か
ら
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ
で
。ス
マ
ホ
申
告
が
便
利
で
す

金沢税務署長

本琢 治二

会
の
開
催
な
ど
多
く
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
達
に
将
来
の
役
割
を
自
覚
し

て
も
ら
う
た
め
の
活
動
も
青
年
部
会

。
女
性

部
会
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
五
千
百

九
十
二
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ん
全
員
に
ご
満

足
頂
い
て
い
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
「納
税
意
識
の
高
揚
二
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
」
と
い
っ
た
活
動
理
念
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
社
会
に
広

く
貢
献
し
て
い
く
法
人
会
と
し
て
今
年
も
活

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

被
災
者
及
び
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
興

並
び
に
皆
様
の
今
年

一
年
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

法
人
会
全
国
大
会
が
十
月
十
八
日
（水
）
、

群
馬
県
高
崎
市
の
高
崎
芸
術
劇
場
に
て
開

催
さ
れ
、
鶴
山
庄
市
会
長
以
下
六
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

大
会
第

一
部
で
は
、
日
本
通
信

（株
）
代

表
取
締
役
社
長
の
福
田
尚
久
氏
に
よ
る
講

演

「好
機
到
来
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第

二
部
の
式
典
で
は
、
開
催
県
の
齋
藤

一
雄

群
馬
県
連
会
長
に
よ
る
開
会
の
辞
、
小
林

栄
三
全
法
連
会
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
に

続
き
、
会
員
増
強
や
福
利
厚
生
制
度
推
進

等
で
顕
者
な
成
果
を
上
げ
た
県
連

。
単
位

会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
飯
野
光
彦
税
制
委
員
長

（副

会
長
）
に
よ
る
尺
中
和
六
年
度
税
制
改
正
に

関
す
る
提
言
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
、

野
坂
文
雄
筆
頭
副
会
長
が
「大
会
宣
言
」

を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

Ｏ
財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
。
負
担
を
先

送
り
せ
ず
現
世
代
で
解
決
を
！

〇
企
業
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担
を
抑
制

し
、
経
済
成
長
を
阻
害
し
な
い
社
会
保
障

制
度
の
確
立
を
１

０
経
済
再
生
に
は
中
小
企
業
の
力
が
不
可

欠
。
健
全
な
経
営
に
取
り
組
む
企
業
に
実

効
性
あ
る
支
援
を
！

Ｏ
中
小
企
業
は
地
域
経
済
と
雇
用
の
担
い
手
。

本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設
を
！

税
務
署
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
「自
主
点
検

チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
た
税
務

コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
向
上

へ
の
取
組
や
ｅ
ｔ
Ｔ
ａ
ｘ
の

利
用
促
進
、
税
務
研
修
会
等
の
開
催
な
ど
に
つ

き
ま
し
て
も
、
更
に
皆
様
方
と
の
連
携

・
協
調

を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
り

一
層
の
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
税
務
署
で
は
間
も
な
く
、
令
和
五
年

分
所
得
税
等
の
確
定
申
告
期
を
迎
え
ま
す
。
税

務
署

で
の
申
告
相
談

の
受
付
は
二
月
十
六
日

（金
）
か
ら
二
月
十
五
日

（金
）
ま
で
と
な
り
ま

す
が
、
御
自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
オ

ン
を
利
用
し
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「確

定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
か
ら

ｅ
ｔ
Ｔ
ａ

ｘ
で
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
を
利
用
し
た
申
告
で
あ
れ
ば
、

カ
メ
ラ
機
能
を
利
用
し
た
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
の
読
取
り
が
で
き
る
な
ど
申
告
書
作
成

・

提
出
の
利
便
性
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
従
業
員
の
皆
様
や

そ
の
御
家
族
に
周
知
し
て
頂
き
、
是
非
、
御
利

用
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法
人
金

沢
法
人
会
の
益
々
の
御
発
展
と
新
し
い
年
が
会

員
の
皆
様
方
及
び
御
家
族
の
方
々
に
と
り
ま
し

て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

法人会活動の根幹である税の提言活動のため、税制委

員長とともに県庁を訪れた。

群馬大会

全国426会より約1,500名 が集まつた。

こ
の
提
言
に
つ
い
て
、
金
沢
法
人
会
の
鶴

山
庄
市
会
長
並
び
に
米
澤
卓
也
税
制
委
員

長
が
、
金

沢
税
務
署

管
内
の
国

会
議
員
及

び
地
方
自

治
体
に
対

し
て
提
言

活
動
を
実

施
し
ま
し

た
。

す渡手を書言提一，に右事
ヽ
馳知

員長
。

ね

委

訪

制

を

税

庁

澤

県

米

23

令
和
六
年
度
税
制
改
正
ス
コ
ー
ガ
ン

第
二
十
九
回

法
人
会
全
国
大
会

群
馬
大
会
開
催

「令
和
六
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
の

内
容
を
報
告
・通
知

財務大臣納:税表彰回1税庁長宮納I党表彰

担
日
小
綬
重
受
重

北
陸
法
人
会
連
合
会
会
長
を
務
め
る
な
ど

納
税
意
識
の
普
及
と
税
務
行
政
の
円
滑
化

に
尽
力
さ
れ
た
。

相談役

北村 哲志氏

金
沢
回
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長
納
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表
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金
沢
税
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長
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助
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会 長

鶴山 庄市氏
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1高桑 幸一氏

公益社回法人金沢法人会

理 事

神谷 昌利氏

公益社回法人金沢法人会

副会長

米澤 卓也氏

理 事

岡田 康晴氏

多
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
て

令
利
五
年
度
受
章

・
納
税
表
彰



簡単、気軽にご相談ください

金沢税務署からのお知らせ

Ⅲ 国税に関するお困りごとは…

国税 に関 するご質 問 。相 談 は国税 庁 ホームペ ー ジで解 決 !

国税に関するご買問がありましたら、国税庁ホームベージ「チャットボット」や
「タックスアンサー」をご利用ください。

令
和
五
年
十

一
月
十
三
日

（月
）
、
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
金
沢
法
人
会
と
金
沢
間
税
会
共
催
の
「税
を
考

え
る
週
間
」
特
別
請
演
会
が
開
催
さ
れ
、
俳
優
で
気
象
ラ
報
士

の
石
原
良
純
氏
が
語
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
石
原
氏
の
語
演

に
先
立
ち
、
金
沢
税
務
署
長
の
本
塚
浩
二
氏
が

「相
続
税
よ
も

や
ま
ば
な
し
」
と
題
し
た
請
話
を
行
い
ま
し
た
。

石
原
良
純
さ
ん
に
間
く
！

天
気
と
災
害
の
備
え

俳
優

・
気
象
予
報
士

石
原

良
純

氏

私
は
神
奈
川
県
逗
子
市
で
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
。
子
ど
も
の
頃
、
海
辺
で
見
上
げ
る
空

に
は
雲
が
な
い
の
に
山
の
上
に
は
雲
が
か
か
っ

て
い
る
。
そ
れ
を
ず
っ
と
不
思
議
に
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
師
匠
で
あ
る
森
田
正
光
さ
ん
か

ら
気
象
の
勉
強
を
す
る
と
そ
の
謎
が
解
け
る

と
い
わ
れ
、
気
象
予
報
士
に
な
り
ま
し
た
。

「空
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
ス
ー
パ

Ｉ
Ｊ
チ
ヤ
ン
ネ
ル
で
天
気
予
報
を
始
め
ま
し
た

が
、
予
報
技
術
は
日
進
月
歩
で
す
。
膨
大
な

気
象
デ
ー
タ
を
読
み
取
っ
て
わ
か
り
や
す
く
翻

訳
し
、
正
確
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
一
番
大

事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

天
気
予
報
を
始
め
た
二
〇
〇
〇
年
頃
は
台

風
も
比
較
的
緩
や
か
で
し
た
が
、
二
〇
一
一
年

の
台
風
十
二
号
を
境
に
非
常
に
厳
し
い
気
象

現
象
が
増
え
ま
し
た
。
二
〇
一
四
年
の
八
月
豪

雨
で
は
広
島
市
で
大
土
石
流
災
害
が
起
き
、

二
〇
一
七
年
に
九
州
北
部
豪
雨
、
翌
二
〇
一
八

年
に
は
西
日
本
豪
雨
が
発
生
。
ど
の
災
害
の

時
も
ど
う
伝
え
れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
ど

う
伝
え
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
？

僕
ら
予
報
士

が
察
知
し
た
危
機
が
伝
わ
っ
て
い
れ
ば
も
っ
と

早
く
避
難
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
で
つ
思
い
が
残
り
ま
す
。

今
は
予
報
技
術
も
メ
デ
ィ
ア
の
伝
達
技
術
も

向
上
し
ま
し
た
。
あ
と
は
避
難
で
す
。
こ
の
三

つ
が
揃
っ
て
初
め
て
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
住
ん
で
い
る
環
境
に
よ
り
次
に
何
が

起
こ
る
か
想
像
し
て
自
分
で
自
分
の
身
を
護
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
、
今

後
は
恐
ら
く
過
去
の
経
験
則
で
は
捉
え
き
れ

な
い
よ
う
な
災
害
が
起
き
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
だ
け
異
常
気

暖
化
の
話
が
出
て
き
ま
す
。
地
球
の
平
均
気
温

が
二
〇
二
三
年
ま
で
に
三
度
上
が
る
と
ビ
つ
最

悪
の
予
想
は
回
避
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
海

水
が
大
気
中
の
熱
を
吸
収
し
て
い
る
か
ら
。
海

水
温
が
上
が
る
と
空
気
中
の
水
蒸
気
量
が
多
く

な
り
雨
や
雲
の
素
に
な
り
、
台
風
が
巨
大
化
、

強
大
化
す
る
、
ま
さ
し
く
そ
れ
が
起
こ
り
つ
つ

あ
る
の
で
す
。
海
水
温
が
上
が
る
と
偏
西
風
が

弱
く
な
り
、
大
き
く
蛇
行
し
て
猛
烈
に
暑
い
夏

に
な
る
。
国
連
事
務
総
長
が
「地
球
沸
騰
化
の

時
代
が
到
来
し
た
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
そ
ん

な
時
代
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

食
べ
物
も
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
、
そ
う

な
る
前
に
一
人
ひ
と
り
が
今
そ
こ
に
あ
る
危
機

を
認
識
し
て
く
だ
さ
咤

た
だ
情
報
が
多
す

ぎ
て
聞
か
な
く
て
も
い
い
情
報
ま
で
耳
に
入
っ

て
く
る
。
そ
ん
な
時
、
人
は
自
然
に
抱
か
れ

た
く
な
り
ま
す
。
海
や
山
に
は
行
け
な
く
て
も
、

空
は
見
上
げ
れ
ば
ど
こ
に
で
も
あ
る
身
近
な

自
然
で
す
。
こ
の
美
し
い
空
を
次
の
世
代
に
残

す
た
め
、
何
を
す
る
べ
き
か
を
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

一
日

に
一
度
空
を
見
上
げ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【法
人
会
員
】

（株
）
Ａ
ｒ
ｅ
ｘ

た
ち
測
量
設
計

（株
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ

金
沢
お
ぐ
ら
座

（株
）

Ｈ
Ｙ
ホ
テ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（株
）

Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
（株
）

（株
）
新
成
上
建

（株
）
ビ
ジ
ネ
ス
で
ん
き

（株
）
智
朗

（株
）
ト
ラ
ツ
ド
フ
ー
ズ
金
沢

（株
）
く
り
の
樹

大
野
樹
脂
加
工

（株
）

ヤ
ス
イ
電
気

（株
）

（株
）
創
心

（株
）
建
設
ド
ツ
ト
ウ
エ
ブ

（有
）
お
く
の
電
化

税務相談チャットボット
税に関する疑間でお困りの方、まずは
チヤットボット:こ お気軽
にご相談ください。

スマートフォンなどで

右のQRコ ードからア

クセスできま現

よくある税の質問

タックスアンサー

スマートフォンなどで

右のQRコ ードからア

クセスできま現 Ⅷ甥
国税庁ホームページで解決しない場合には、「国税相談専用ダイヤル」(電話相談)をご利用ください。

音声案内に従い、相談す

る内容の番号を選択する

おすすめする3っの理由
図24時間いつでもできる !

図保存した申告データを翌年
も利用できる !

図自動計算で誤りなくできる!

提出方法の選択では、「e― Tax(マ
イナンバーカード方式)」 を選択して、

次へお進みください。

提出方法の選択で は、「e― Tax
(ID・ パスワード方式 )」 を選択して、

次へお進みください。

国税局電話相談センターにつなが

る (国税局の職員がお受けします)

0 1
0570‐ 00‐ 5901(国税相 |

談専用ダイヤル):こ電話をかける |

0 ω
本塚冶二金沢税務署長

確定申告は
スマホで !

叩
翻

【確定申告書等
作成コーナー】

【個
人
会
員
】

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
‐Ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
川

Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
　
Ｔ
ｍ
ｆ
　
一日
由
‐

橋
本
　
崇
史

角
　
　
武

一

舘
　
　
竜

一

勝
田
ゆ
か
り

小
鍋
治
　
槃

柿
木
　
　
晃

森
川
　
国星
心

木
曽
　
光

一

三
団
　
壮
狛
明

奥
野
　
　
晃

大 金 橋 山 徳 高 鷹
畑 森  崎 田 橋 箸

晃 智 康 大 久  直
― 美 弘 介 嘉 慶 樹
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「税
を
考
え
る
週
間
」
協
賛
特
別
講
渡

0タックスアンサーを示u用する0チヤットボット(ふたば)に買闇する

□確定申告お役立ち情報

【金沢税務署申告会場 】

0会場への入場には、「入場整理券」

が必要です。詳しくは国税庁ホー

ムページをご確認ください。

● 会場ではご自身のスマホまたはパ

ソコンで申告書を作成頂いており

ます。皆様のご理解とご協力をお

願いします。

開設期間

2月 16日 (金 )～

3月 15日 (金 )の平日

※2月 25日 (日 )は

開設します。

受付時間 午後4時まで

令和5年分の確
1定

申告

0まずはスマホでアクセス
0マイナンバーカードを

お持ちの方作成コーナー新
会
員
紹
介

（令
租
五
年
七
月

一
日
か
ら

十
月
二
十

一
日
ま
で
）

◆
法
人
名
　
◆
代
表
者
名

0税務署発行|の ID・ パスワードを

お持ちの方

Safari

的

IPhone   Androld

聖
夜



岐
阜
方
面
へ
の
視

十

二
法
人
会
の
女
性
部

令
和
五
年
九
月
二
十
六
日

（火
）
か
ら
二
十

七
日

（水
）
の
二
日
間
、
岐
阜
北
法
人
会
と
中

濃
法
人
会
の
女
性
部
会
と
の
交
流
懇
談
会
及

び
視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

岐
阜
県
に
は
七

つ
の
法
人
会
組
織
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で

一
番
規
模
が
大
き
く
、
五

十
九
名
の
部
会
員
が
活
動
さ
れ
て
い
る
岐
阜

北
法
人
会
女
性
部
会
は
、
租
税
教
室
と
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
、
イ
ン
ス
タ
を
は
じ
め
と

す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
広
報
や
会
員
増
強

活
動
を
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
若
い
三
十
代
の
会
員
さ
ん
も
活
躍
さ
れ

て
お
り
、
活
発
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
印
象

を
受
け
ま
し
た
。

懇
談
後
は
岐
阜
市
内
を
巡
り
、
金
華
山
か

ら
望
む
絶
景
や
古
い
町
並
み
散
策
、
長
良
川

鯵鯵

鯵

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

ー

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
輝
か
し
い
記
憶
に
―

令
和
五
年
十

一
月
二
十
五
日
（土
）
、
ホ
テ
ル
金
沢

に
て
令
和
五
年
度
の
「税
に
関
す
る
絵
は
が
さ
コ
ン
ク

ー
ル
」
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主目
年
部
会
の
協

力
で
、
法
人
会
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「け
ん
た
く
ん
」
が

二
十
九
名
の
受
賞
者
と
そ
の
ご
家
族
を
お
出
迎
え
し
、

ご
来
賓
に
本
塚
浩
二
金
沢
税
務
署
長
、
日
展
会
友
の

大
丸
七
代
先
生
、
鶴
山
庄
市
金
沢
法
人
会
長
を
お
招

さ
す
る
な
ど
、盛
大
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

名
前
を
呼
ば
れ
て
少
し
は
に
か
み
な
が
ら
、
そ
し

て
誇
ら
し
げ
に
壇
上
に
上
が
る
子
ど
も
た
ち
と
、
そ

れ
を
見
つ
め
る
ご
家
族
。
女
性
部
会
の
メ
ン
バ
ー
も
こ

の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
感
無
量
で
し
た
。
受
賞

者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
輝
か
し
い
記
憶
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

今
年
で
十
三
回
目
と
な
る
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
女
性
部
会
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
租

税
教
育
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
歴
史
を
刻
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

′。、

壼沢法人会

金沢税務署

長賞の大沼さんと

本塚金沢税務署長。

全法連女連協会長賞

の寺田さんと審査委

員長の大丸先生。

:令和5年度「税に関する絵はがきコンクールJ表彰式
盆益社El法 人 金沢法人全 女性部会

の
鵜
飼
観
覧
な
ど

印
象
に
残
る
視
察

を
行
う

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

二
日
目
は
郡
上

市

の
明
宝

ハ
ム
の

工
場
見
学
を
し
た

後
、
中
濃
法
人
会

女
性
部
会
と

の
交

流
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
青

ユ

年
部
会
が
主
催
す
る
租
税
教
室
に
女
性
部
会

も
加
わ

っ
て
、
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
ヘ
の

応
募
を
直
接
要
請
す
る
、
絵
は
が
き
の
回
収

に
は
切
手
を
貼
ら
ず
に
直
接
投
函
で
き
る
後

払
い
方
式
を
利
用
し
て
回
収
率
を
高
め
て
い

る
と
い
っ
た
独
自
の
ス
が
イ
ル
で
の
活
動
を

紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
郡
上
八
幡
の
清

流
と
青
空
に
導
か
れ
た
散
策
は
、
ま
た
訪
れ

た
い
と
思
え
る
素
敵
な
城
下
町
で
し
た
。

今
回
の
二
法
人
会
と
の
交
流
懇
談
会
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
女
性
部
会
が
色
々
な
ア
イ
デ
ア

を
駆
使
し
、
工
夫
と
努
力
の
も
と
活
発
な
活

動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
、

私
達
の
活
動
に
も
参
考
に
な
る
有
意
義
な
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
九
月
十
二
日

（火
）
ハ
イ
ア
ッ
ト
セ
ン
ト
リ
ツ

ク
金
沢
に
て
、
金
沢
市
き
も
の
文
化
コ
ン
シ
エ
ル
ジ
ュ
を

務
め
る
鶴
賀
雄
子
副
部
会
長
を
講
師
に
、
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

姿
勢
は
正
し
く
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
お
へ
そ
に
力
を
入

れ
る
。
動
作
は
ゆ
っ
く
り
静
か
に
、
区
切
り
を
つ
け
る
。

挨
拶
は
指
を
揃
え
て
視
線
の
向
き
に
気
を
付
け
る
。
写

真
撮
影
時
の
ポ
ー
ジ
ン
グ
、
花
束
の
贈
呈
の
仕
方
な
ど
、

実
践
を
交
え
て
丁
寧
に
教
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に

少
し
で
も
エ
レ
ガ
ン
ト
な
仕
草
が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け

た
い
も
の
で
す
。

ま
た
鶴
賀
副
部
会
長
は
、
二
月
に
公
開
予
定
の
映
画

『レ
デ
ィ
加
賀
』
の
着
付
け
等
を
担
当
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

公
開
が
一
段
と
楽
し
み
で
す
。

入選された皆さん。おめでとうございま曳

金沢法

金沢市立三馬小学校
5年 巽谷 百 々花さん

〈ぢしを支える

内灘町立西荒屋小学校
6年 酒元 岳さん

`竜

金沢市立泉小学校
6年 大沼 美旺さん

鼻んな9く ,し 軽

国立金沢大学附属小学校
5年 寺田 晴香さん

優秀賞

内灘町立清湖小学校

6年 近江 海斗さん

岐阜北法人会の皆様と。

穏詳キ
議

入賞

おめでとう

ございます

0 尋 |

令和5年度は789点の応募があり、

掲動の9作品のほか住作 12点、

入選22点が選ばれました。

令
和
五
年
十
月
二
十
日

（月
）
、
金
沢
市
主
催
の
「食

品
ロ
ス
削
減
全
国
大
会
ｉｎ
金
沢
」
が
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
部
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
テ
ー
マ
で
も
あ
り
、
新
た
な
情
報
を
求
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
「食
品
ロ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
や
が
不
ル
展
示

・
ブ
ー
ス
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
大
学
、

企
業
、
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
の
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を

一
堂
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
会
で
は

「食
品
ロ
ス
」
へ
の
意
識
を
高
め
、
情
報

を
共
有
し
、
新
た
に
余
剰
の
食
品
を
寄
付
し
役
立
て
て
も

ら
う

「フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

金沢市立泉小学校

6年 金崎 乃彩さん

金沢市立額小学校

6年 谷↑寸心絆さん

金沢市立三馬小学校

6年 本田 真太郎さん

金沢税務
署兵貸

金沢市立米丸小学校

6年 松

'甫

優月さん

マ
ナ
ー
研
修
会
で
ス
テ
ツ
プ
ア
ツ
プ
語
座

―

あ
ち
ら
の
エ
レ
ガ
ン
ト
な
方
は
ど
な
た
か
し
ら
？
Ｉ
Ｉ

F

食
品
ロ
ス
削
減
全
国
大
会
ｉｎ
金
沢
に
参
加

―

活
動
の
参
考
と
な
る
新
た
な
情
報
を
求
め
て
―

咆
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（一
Ｉ

理

花束贈呈の際の姿勢や手の添え方などを教えて頂く。細川女性部会長以下、6名が参加。



全
国
青
年
の
集
い
山
形
大
会
に
参
加

租
税
教
育
活
動
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

十

月

以

降

の

ニ

ュ

ー

ス

を

ダ

イ

ジ

記
事
詳
細
は
青
年
部
会
会
報
誌
＞
∽
Ч
４
猟
〓
Ｂ
に

掲
載
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

も
ら
う

一
日
に
な
り

ま
し
た
。
特

に
コ
ロ

ナ
で
自
粛
し
て
い
た

「私
た
ち
が
考
え
る

金
沢
城
リ
レ
ー
マ
一

～
金
沢
法
人
会
か
ら

フ

ソ

ン
“
」

〓
日
．▼

十
八
チ
ー
ム
が
快
走

～

‐つ

で胎鰤
豹韓料金月肝瀬
崎魁噴芦ラ沢翔４瑚
　
］”

〇
二
三
～
秋
の
陣
～
に
金
沢
法
人
会
か
ら
十

　

肌
レ

八
チ
ー
ム
０
一十
七
社
）
が
参
加
。
選
手
二
百

　
　
ま
た
、
ハＡ
場

十
三
名
に
四
十
九
名
の
応
援
も
加
わ
り
、
一
一
　

イ
ツ
シ
ユ
と
ポ

令
和
五
年
十
一
月
九
日
（木
）
～
十

一
日
（土
）

に
か
け
て
、
第
二
十
七
回
法
人
会
全
国
青
年
の

集
い
山
形
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
に
は

二
千
名
を
超
え
る
青
年
部
会
員
が
集
い
、
全
国

各
地
の
青
年
部
会
の
取
り
組
み
に
触
発
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
各
地
の
法
人
会
と
の
再
会
も
あ
り
、

と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

山
形
で
は
銀
山

温
泉
に
宿
泊
し
山

寺
の
長
い
石
段
を

全
員
で
登
る
な
ど
、

有

意

義

な

時

間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

来
年
の
大
会
は
隣

県
福
井
で
の
開
催

に
な
り
ま
す
が
、

多
く
の
メ
ン
バ
ー

で
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

令
和
五
年
十

一
月
十
八
日
（土
）
、
石
川
子
ど

も
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
租
税
教
育
活
動
イ
ベ
ン

ト
「金
沢
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
、
五
百
十

八
名
が
来
場
。
職
業
体
験
、
豚
汁
と
お
に
ぎ
り

の
炊
き
出
し
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
企
画
や
税
の
使
い
み
ち
大
展
示
な
ど

を
通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
税
に
つ
い
て
考
え
て

税
の
使
い
み
ち
総
選
挙
」

で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
発

場
を
提
供
す
る
こ
と
が

来
年
度
は
津
幡
町
と
の
合
同
開
催
で
、
集
客

も
見
込
ん
だ
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

入
会

二
年
未
満
の
青
年
部
会
員
対
象
の
交

流
会
を
昼

・夜
の
二
度
に
分
け
て
開
催
。
両
日

と
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
和
や
か
な
中
で
理

事
メ
ン
バ
ー
と
交
流
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、
「こ
う
い
つ
た
交
流
会
が
定
期
的
に
あ

れ
ば
」
と
の
声
が
多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。

1とり

百
六
十
二
名
が

一
つ
に
な
っ
て
選
手
の
快
走

　

ユ
を
各
五
百
個
配
布
し
て
法
人

を
後
押
し
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

山形大会令
和
五
年
度
入
選
作
品
よ
り

全
国
の
中
学
生
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
作
品
の
中
か
ら
、　
ふ

公
益
社
回
法
人
金
沢
法
人
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た

作
品
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

い
し
か
わ
森
林
環
境
税
と
森
林
環
境
税

拾棘排
詳
姶
畔
膝
捧
勅
二年
佐
無
田
浴
介

森
林
環
境
税
。
ウ」の
税
が
来
年

二
〇
二
四
年

か
ら
納
税
者

一
人
千
円
ず
つ
課
さ
れ
る
ウ堂と
を

知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
気
に
な
っ
た
の
で
調
査
し

て
み
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
は
元
々
似
た

よ
う
な
税
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
一
つ
が

僕
の
住
ん
で
い
る
石
川
県
に
あ
る
「い
し
か
わ
森

林
環
境
税
」
だ
。

い
し
か
わ
森
林
環
境
税
と
は
僕
が
生
れ
る
前

の
平
成
十
九
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
税
で
県
民

税
に
五
百
円
上
乗
せ
す
る
形
で
徴
収
さ
れ
る
。

な
ぜ
石
川
県
で
こ
ん
な
税
を
設
置
し
た
の
か
不

思
議
に
思
っ
た
。
調
査
し
た
結
果
、
放
置
竹
林
な

ど
の
森
林
の
整
備
や
県
産
木
材
の
有
効
活
用
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
る
と
介
か
っ
た
。
他
に
も
森
林

を
整
備
す
る
ウ」と
に
よ
り
付
近
の
田
畑
へ
の
鳥
獣

被
害
を
減
ら
し
て
い
る
そ
う
だ
。

森
林
環
境
税
は
国
税
で
地
球
温
暖
化
対
策

な
ど
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
税
だ
。
国
内
の
森

林
保
全
や
維
持
管
理
な
ど
の
目
的
が
あ
る
。
他

に
も
国
産
木
材
刺
用
の
促
進
な
ど
国
内
の
林
業

へ
の
浦
助
も
行
う
。

日
本
の
森
林
面
積
の
約
四
割
は
人
工
林
だ
。

そ
れ
自
体
は
あ
ま
り
悪
い

，▼と
で
は
な
い
。
木
材

と
し
て
利
用
で
き
る
か
ら
だ
。
し
か
し
国
産
木
材

は
高
い
と
聞
く
。
搬
出
コ
ス
ト
が
高
く
上
手
く
活

用
で
き
て
い
な
い
。
だ
か
ら
手
入
れ
し
な
く
な
る
。

し
か
し
手
入
れ
を
し
な
く
な
っ
た
人
工
林
で
は

上
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
。
木
が
成
長

し
す
ぎ
て
地
表
に
光
が
当
た
り
に
く
く
な
る
。
そ

し
て
、
地
面
の
植
生
が
乏
し
く
な
り
上
砂
災
害

が
起
こ
り
や
す
い
剥
き
出
し
の
地
面
と
な
る
。
ゝ
く

ら
に
木
が
お
互
い

に
小
魔
し
あ
っ
て
地
下

に
根
が
仲
び
に
く
く
な
り
、
土

などの後、

懇親会を実施。

同
士
を
繁
ぎ
止
め
る
力
も
弱
く
な
る
。
そ
う
な

る
と
水
を
蓄
え
る
力
も
弱
く
な
り
、
結
果
的
に

上
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
。

「森
林
の
管
理
者
が
お
金
を
出
す
べ
き
じ
ゃ
な

い
の
か
」
と
ｒ
つ
意
見
も
あ
る
。
確
か
に
山
を
持
っ

て
い
な
い
人
か
ら
し
た
ら
関
係
な
い
よ
う
に
思

う
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
管
理
す
る
負
担
も
大

き
く
、
管
理
し
き
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。
今

年
の
人
月
に
は
石
川
県
で
も
上
砂
災
害
が
起
き

た
。
幸
い
僕
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
被
害
は
な

か
っ
た
が
年
々
自
然
焚
害
は
増
え
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
最
近
は
「記
録
的
な
大
雨
」
と
い

う
言
葉
も
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
自
然

災
害
が
多
く
起
こ
っ
て
い
る
今
、
災
害
を
防
ぐ
こ

と
は
必
要
だ
。
大
規
模
な
焚
害
と
も
な
る
と
都

市
部
の
人
も
被
害
を
受
け
る

，こと
が
あ
る
。
都
市

部
に
住
ん
で
い
て
も
他
人
事
で
は
な
い
の
だ
。

石
川
県
の
森
林
面
積
は
二
十
八
万
七
千
ヘ
ク

ダ
ー
ル
で
県
上
の
約
六
九
％
を
占
め
る
。
市
街
地

に
住
ん
で
い
る
と
あ
ま
り
実
惑
は
わ
か
な
い
が

森
林
面
積
は
多
い
。

来
年
か
ら
始
ま
る
森
林
環
境
税
も
合
め
る
と

石
川
県
で
は
県
税
の
い
し
か
わ
森
林
環
境
税
と

回
税
の
森
林
環
境
税
で
二
重
課
税
と
な
る
。
森

林
面
積
が
多
い
石
川
県
で
は
解
決
す
べ
き
課
題

も
多
い
。
だ
か
ら
こ
そ
来
年
か
ら
始
ま
る
森
林
泉

境
税
も
合
め
て
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
く
の
か

注
汎
し
て
い
き
た
い
。

鈴
木

之
雄

殊
洲
を
応
援
し
よ
う
！

奥
能
登
国
際
芸
術
祭
日
帰
り

cafe M

室の説明

◆
日
時
／
令
和
五
年
九
月
二
十
二
日
（金
）

◆
場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
テ
ー
マ
・講
師

激
動
の
日
本
海
時
代
を
ど
う
生
き
抜
く
か

～
台
湾
危
機
と
プ

ｉｔｌ
予
ン

◆
日
時
／
令
和
五
年
九
月
二
十
日
（水
）

◆
場
所
／
金
沢
港
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル

◆
テ
ー
マ
・
講
師

金
沢
ブ
ラ
ン
ド
を
世
界
に
向
け
て

～

ウ

ロ

◆
日
時
／
令
和
五
年
十
月
十
三
日
（金
）

◆
場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
テ
ー
マ
・
講
師

生
成
Ａ
Ｉ
・Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

体
感
＆
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
入
円
セ
ミ
ナ
ー

Ａ
　
ラ
十
二
ン
グ
カ
レ
ツ
ジ
代
表

中

村

◆
日
時
／
令
和
五
年
十
月
二
十
四
日
（火
）

◆
場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
テ
ー
マ
・
講
師

が
ん
ば
ら
な
い
生
き
方

～
人
生
を
楽
し
く
生
き
る
た
め
に
～

生
物
学
者
・早
稲
田
大
学
名
誉

教
授
・山
梨
大
学
名
誉
教
授

池

田

清
彦
氏

（株
）
丸
八
製
茶
場
訪

◆
日
時

整

義

チ
ャ
リ
テ
イ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン

◆

日
時
／

◆
日
時
／
令
和
五
年
十
二
月
五
日
（火
）

◆
場
所
／
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ
デ
イ
・イ
ン
金
沢
ス
カ
イ

◆

テ

ウ

ロ
コ

◆
日

◆
場

◆

テ
講
演

◆

日
時
／
令
和
五

／
令
和
五
年
十

一
月
十
五
日
（水
）

／
芝
居
小
屋

ュ所 時

一≡
一　

≡

一■
●
一主

隔
Ｈ

～
打

1症

ケ
ツ

ツ

ツ

ト
イ

9

作文

ついての
税 に

新
入
会
員
交
流
会
を
開
催

理事10名 新入会

15名参加

理事8名 新入会
12名参加

昼
―
開催

12時～

夜1開催
12/11金

)1

建
例

・
実
務
研
修
会

九
月
定
例
研
修
会

（間
税
〈至
（催
）

‡
剖
プ
母
ツ
ク
研
修
全

十
月
実
務
研
修
会

十
月
定
例
研
修
会

葉
三
塚
支
郡

車
部
ブ
Ｈ
ッ
ク
穣

‐
修
会

企
業
誘
問



―百■
．こヨ

〕騨
矛

て

夢
は
神
仏
の
お
告
げ
と
考
え
ら
れ
て
い
た

平
安
時
代
、
悪
い
夢
な
ら
買
い
取

っ
て
良
い

夢
を
売
る
、
Ｆ
そ
ん
な
商
売
が
あ

っ
た
と
い
い

ま
す
。
と
り
わ
け
、
新
し
い
年
の
初
め
に
見

る
夢
は

一
年
を
占
う
も
の
で
あ
り
吉
夢
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
、
室
町
時
代
に
は
宝
船
の
絵

を
枕
の
下
に
敷
く
よ
う
好
な

っ
た
と
か
。
金

沢
で
は
江
戸
時
代
か
ら
、

大
正

の
頃

に
か
け
て
、
縁
起

の
良

い
初
夢
を
見
る
た
め

の
宝
船

絡
η
あ

易

建

ゑ

図
が
神
社
な
ど
で
配
ら
れ
た
と
い
い
、
金
沢

く
ら
し
の
博
物
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
本
的
博
宝
船
図
に
は

「捻
か
き
ょ
の

と

お
の
ね
ふ
り
の

み
な
め
さ
め

な
み
の
り
ふ

ね
の

お
と
の
よ
き
か
な

（永
き
世
の

遠
の
眠

り
の
毯
】目
ざ
め
波
乗
り
船
の
音
の
良
き
か

な
」
と
い
う
回
文

（上
か
ら
読
ん
で
も
下
か
ら

地域に根差した

観光会社の挑戦

枕
の
下
の
宝
船
が
め
で
た
い
夢
セ
運
力
で
来
る

時

副
願
鞘
獄

な ｔこ
殴
薦

一 と
疇
脚
疎
れ

つ 福
潮
ゆ
謝
噂

ま
す
が
、
船
が
波
を
越
え
る
時
の
心
地
良
い

音
に
加
え
て
積
ん
だ
お
宝
が
シ
ャ
ン
シ
ヤ
ン

と
鳴
勘
響
く
、
そ
ん
な
お
め
で
た
い
音
も
聞

こ
え
て
き
そ
う
で
す
。　
　
　
　
　
　

．

そ
し
て
万
が

一
、
悪
い
夢
を
見
て
し
ま

っ

た
ら
翌
朝
い
絵
を
川
に
流
し
て
し
ま
う
。
こ

の
船
は
厄
を
乗
せ
て
彼
方
に
流
し
去

っ
て
く

れ
る
も
の
で
も
あ

っ
た
の
で
す
ね
。
今
は
川

に
流
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
左
義
長
の

時
な
ど
に
焼
い
て
も
ら
う
の
が
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

～
と

，
中

午

　

え

日

(株)金沢アドベンチャーズ
金沢市長田2-4-8
TEL 076-214-4545

取締役高田英美

@PrOfile
出身地鬱 金沢市

業務内容藝旅行業

座右の銘鬱常に謙虚であれ

ぁ
が
と

力
あ
る
北
隆
を
。」

私
ど
も
金
沢
ア
ド
ベ
ン
チ
ヤ
ー
ズ
は
高
田
産

業
グ
ル
ー
プ
内
の
観
光
事
業
の
一
翼
を
担
う
べ

く
二
〇
一
八
年
に
開
業
し
ま
し
た
。
主
軸
の
建

設
業
に
関
し
た
製
造
工
場
移
転
に
伴
い
敷
地

の
有
効
活
用
と
し
て
ホ
テ
ル
事
業
へ
参
入
し
た

こ
と
に
端
を
発
し
ま
す
。
宿
泊
部
門
を
担
う

金
沢
彩
の
庭
ホ
テ
ル
を
二
〇
一
五
年
に
開
業
し

多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
頂
く
中
で
単
に
ホ
テ
ル

は
泊
ま
る
だ
け
の
場
所
で
は
な
く
北
陸
全
体

を
楽
し
ん
で
頂
く
〃プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〃
の
存

在
で
あ
り
た
い
と
で
つ
強
い
思
い
か
ら
旅
行
会

社

・
金
沢
ア
ド
ベ
ン
チ
ヤ
ー
ズ
が
誕
生
し
ま
し

た
。
お
客
様
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
共

に
ラ
グ
ジ
ェ
ア
リ
ー
バ
ス
を
使
っ
た
貸
切
バ
ス

事
業
を
展
開
し
高
付
加
価
値
な
旅
の
ご
紹
介

に
努
め
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
強
み
を
活
か

し
ホ
テ
ル

・
観
光

・
バ
ス
が
三
位
一
体
と
な
り
、

点
で
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
面
で
繋
ぐ
こ
と
で
石

川
県
は
じ
め
北
陸
の
魅
力
を
発
信

・
体
験
頂

く
の
が
弊
社
の
最
大
の
特
長
と
自
負
し
て
い
ま

す
。
開
業
程
な
く
本
格
稼
働
の
準
備
が
整
っ

た
矢
先
、
あ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
る
よ
う
に
と
の
要

請
や
密
の
回
避
と
い
っ
た
意
識
か
ら
旅
行
意
欲

は
低
下
し
観
光
産
業
全
体
が
大
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。
厳
し
い
マ
イ
ナ
ス
ス
が
―
卜
を
ス
タ

ッ
フ
全
員
が

「ピ
ン
チ
は
チ
ヤ
ン
ス
」
と
捉
え
ら

れ
た
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
高
需
要
の
経
験
が

な
い
こ
と
が
従
来
の
枠
に
囚
わ
れ
な
い
多
く
の

発
想
や
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
結
果
に

繋
が
り
、
中
で
も
バ
ス
の
全
て
の
座
席
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
設
置
し
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
で
案
内
し
な
が

ら
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
「金
沢
周
遊
ラ
グ
ジ

ェ
ア
リ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー
」
は
高
い
人
気
を
得
て
い

ま
す
。
感
染
症
対
策
に
優
れ
た
バ
ス
で
あ
リ
コ

ロ
ナ
禍
で
も
毎
日
催
行
し
た
実
績
と
新
し
い
バ

ス
ツ
ア
ー
の
形
を
創
り
上
げ
た
と
し
て
評
価

を
頂
き
、
日
本
旅
行
業
協
会
が
主
催
す
る
「ツ

ア
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
二
〇
二
三
国
内

・
訪
日
デ

ジ
タ
ル
活
用
部
門
」
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し

ま
し
た
。
他
に
も
能
登
や
白
川
郷
へ
毎
週
定
期

的
に
ツ
ア
ー
を
催
行
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方

か
ら
も
大
変
ご
好
評
を
頂
き
一
層
の
手
応
え
を

感
じ
て
い
ま
す
。

『人
埜
旬
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
―
』

か
ら
お
も
し
ろ
い

思
え
ば
私
自
身
は
グ
ル
ー
プ
代
表
で
あ
る

夫
と
の
結
婚
に
よ
り
建
設
会
社
に
嫁
い
だ
は
ず

が

「人
生
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
―Ｉ
Ｌ
と

は
こ
の
こ
と
、
ま
さ
か
の
観
光
業
に
も
携
わ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
専
業
主
婦
で
子
育
て

を
経
た
四
十
歳
の
遅
い
ス
が
―
卜
。
学
生
時

代

ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
経
験
や
生
来
の
好

奇
心
旺
盛
で
旅
行
も
大
好
き
と
い
っ
た
気
質
が

役
立
っ
て
い
ま
す
。
夫
の

「や
っ
て
や
れ
な
い
こ

と

は

な

い
！
や
ら

ず

に
で
き

る
わ

け
が
な

い
！
」
精
神
と
発
想
に
、
こ
の
夫
に
従
い
て
き

た
か
ら
こ
そ
変
化
に
富
ん
だ
充
実
し
た
日
々

を
送
る
今
が
あ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
は

仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
二
つ
の
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
一
つ
は
ご
縁
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
縁
を
結
ん
で
頂
き
感
謝

の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
二
つ
は
先
代
か
ら
受
け

継
ぐ

ヨ
輪
挿
し
か
ら
紡
が
れ
る
想
い
」
を
大

切
に
す
る
こ
と
。
お
花

一
輪
に
毎
日
気
を
配
れ

」 LL日る
よ
う
心
の
余
裕
を
持
ち
な
さ
い
と
で
つ
先
代

の
想
い
か
ら
飾
る
ホ
テ
ル
や
社
内
の
一
輪
挿
し
。

あ
た
ふ
た
し
て
い
る
と
、
先
代
の
謀
め
る
声
が

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
身
が
引
締
ま
り
ま
す
。

三
つ
は
何
か
を
考
え
行
動
す
る
際
に
は
ゴ
ー
ル

か
ら
俯
敵
し
て
多
様
な
考
え
を
見
い
だ
せ
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
日
頃
か
ら

ア
ン
ア
ナ
を
張
り
情
報
収
集
や
経
験
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
と
称
し
家
族
や
友
人
と

の
お
出
か
け
や
会
食
も
至
上
の
愉
し
み
、
パ
ワ

ー
の
源
で
す
。

コ
ロ
ナ
も
五
類
に
な
り
制
限
の
あ
る
日
々
を

乗
り
越
え
た
こ
と
で

「旅
を
す
る
を
」
と
は
人

生
で
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と

一
層
痛
感

し
ま
し
た
。
非
日
常
感
を
味
わ
い
た
い
、
リ
フ

レ
ツ
シ
ュ
し
た
い
、
気
づ
き
を
得
た
い
、
或
い
は

大
切
な
方
と
の
絆
を
深
め
た
い
な
ど
、
旅
の
目

的
や
感
じ
方
、
楽
し
み
方
は
其
々
で
す
υ
個
々

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
質
２
局
い
旅
を
ご
紹
介
す

る
た
め
、
本
年
は
更
に
一
歩
進
ん
だ
お
も
て
な

し
の
領
域
に
踏
込
ん
で

「魅
力
あ
る
北
陸
」
の

旅
を
ご
提
案
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

初
夢

？
宝
お

★には歌磨や
の主お図も

摯 金沢くらしの博物館に収蔵されている宝

船図8種は自黒の本版刷りですが、全国に

は北川歌麿や葛飾北斎などの売れっ子絵

師が手糾けたものも残つています。この風習

は浮世絵の隆盛を見る元禄時代に庶民に

まで広がったものだそうで、本版技術の進

歩のおかげで庶民もカラフルな初夢を見れ

るようになつた?

目
寿

仝
光

Ｅ
Ｅ
晉
日
■
田 筒

離

嶋

犠

庁
綴

究

ぐ
櫂

の
心
地
良

い
音

が
聞

こ
え

て
く

る
よ
う

な

気

が

し
ま

す
。

神
為

館収蔵の宝船図は3種あり、いずれも時代は不詳。

いつ見る夢が加夢?

元旦には「宝船売」が売り歩き、神社仏闇

でも初詣の参拝者に配られた宝船図,こ の

絵を枕の下に敷いて寝るのは、元旦の夜か

2日 が夜か ? 室町時代は、仕事始めの2

日の夜の夢を初夢としたそうですが、現代

の仕事始めはバラバラです。現代人にとっ

ては新しい年に初めて見る夢が初夢といっ

E[コ「「¬

⑤
宇
多
須
神
社

節
分
祭
＆

金
沢
お
で
ん

【宇
多
須
神
社

が
し
茶
屋
街
の
芸
妓
衆
が
笛
や
あ
で
や
か
な
舞

を
奉
納
し
た
後
、
疫
病
退
散

・
国
土
安
穏
な
ど
を

願
っ
て
福
豆
を
撒
き
ま
す
。

【金
沢
お
で
ん
】
車
魅
や
赤
巻
き
、
源
助
大
根
な
ど

金
沢
ゆ
か
り
の
具
を
各
店
ご
と
に
受
け
継
が
れ

た
優
し
い
昧
わ
い
の
出
汁
で
煮
込
ん
で
あ
り
ま

す
。
中
で
も
力
二
面
は
、
香
箱
が
に
の
解
禁
時
期

に
し
か
食
谷
り
れ
な
い
人
気
の
具
材
で
す
。

Ａ曇

・写真提供】
たところでしょうか。
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経営を取り巻く様 な々リスクから会員企業を守る!

AIC損保
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業務過漂賠償責径保険普通保険約欲/個人憎観漏洩特約

危機管理コンサルティング費用持約/危機雷理実行資層特約
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TEL 076-222-OO05 FAX 076-222-1287
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AIC損害保険株式会社
URL:https:〃wwwiaig.co.jP/sonp0
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お問合せ先

二
月
定
例
研
修
会

Ｇ

研
修
会

・話
演
会
の
ご
案
内

日
時
／
令
和
六
年
二
月
十
九
日
（月
）

十
三
時
二
十
分
～
十
五
時

場
所
／
金
沢
商
工
会
議
所

講
師
／
ロ
ン
ド
ン
五
輪
女
子
柔
道
五
七
キ
ロ
級

金
メ
ダ
リ
ス
ト
　
松
本

窯
氏

演
題
／
全
て
を
力
に
　
　
　
　
　
　

，‐

六
歳
の
時

か
ら
柔
道
を

は
じ
め
る
。

二
〇

〓

一年

の
ロ
ン
ド
ン

五
輪
で
金
メ

ダ
ル
に
輝
い

た
後
は
、
ケ
ガ
で
苦
し
ん
だ
が
復
活
、
一
一〇

三
ハ

年
の
リ
オ
五
輪
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
一
一

〇

一
九
年
に
引
退
。
現
役
時
代
は
、
試
合
で
の
鋭

い
眼
差
し
、
全
身
で
表
現
す
る
激
し
い
闘
志
か

ら
「野
獣
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

社
員
教
育
や
自
己
研
鑽
の
ツ
ー
ル
と

し
て
ご
渚
用
く
だ
さ
い

一
流
の
講
師
陣
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
が
五
百
タ

イ
ト
ル
以
上
！
法
人
会
会
員
の
方
は
、
映
像
と

音
声
に
よ
る
本
格
的
セ
ミ
ナ
ー
を
無
料
で
受
講

頂
け
ま
す
。

法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

セ
ミ
ナ
ー
の
ロ
グ
イ
ン
画
面

で
下
記
の
Ｉ
Ｄ
・パ
ス
ワ
ー

ド
を
ご
入
力
く
だ
さ
い
。

北
陸
税
理
士
会
で
は
次
の
日
程
で
確
定

申
告
期
の
無
料
税
務
相
談
を
行
い
ま
す
。

◇

会
場
で
の
ご
相
談

日
時
／
令
和
六
年
二
月
二
日
（土
▼

十
日
（土
）
・
十
七
日
（土
）

九
時
～
十
六
時

場
所
／
税
理
士
会
館

（金
沢
市
北
安
江
三
‐
四
‐
六
）

※
事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇

電
話
に
よ
る
ご
相
談

日
時
／
令
和
六
年
二
月
十
七
日
（土
）

十
三
時
～
十
六
時

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
〇
七
六

‐
三
二
四
‐
六
二
〇
三

（当
日
の
み
の
専
用
回
線
）

無
料
相
談
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
北
陸
税
理
士
会
金
沢
支
部
ま
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
〇
七
六
‐
三
二
三
‐
一
八
四

一

h」 2201

頑

2907
このlD/バ スワードで
どなたてもご質頂けま魂

セ
ミ
ナ
ー
Ｂオ
ン
デ
マ
ン
ド

税
理
士
会
に
よ
る
無
料
相
談
会
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